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•  現在の機器配置
–  ＩＬＫ用
–  診断用

•  測定例

•  今後の予定

•  余談



コリメータ位置
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ILK用ロスモニタ位置

•  ILK用、診断用ともにビーム診断に使用中
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診断用ロスモニタ位置

•  ３，７が光ファイバ。
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ＩＬＫ用ＰＭＴ

•  シンチレータ：Pure  CsI    (高速応答）
•  ＰＭＴ＋遮光ケース



インターロック用ロスモニタ　機器配置	
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検出器

•  Hamamatsu  光センサモジュール
–  H10721
–  高圧電源内臓
–  電源  +5V、制御電圧  0.5  ～  1.1  V
–  光ファイバ用FCコネクタアダプタ

シンチレータ用	

光ファイバ用	



診断用  LossMon

•  シンチレータ
–  秋月で  2,500  円

•  ILK用のシンチレータは別途まじめに購入している



設置写真

•  例：ＬＣＳ衝突点　下流ロスモニタ



バースト運転時の信号例
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Dump,  LossMon  waveform

height	

時定数はCsIのものではなく、	  
デジタイザの抵抗(200kΩ)に起因	  
スパイクは反射	  
50Ωだと、電圧が低すぎる	



コリメータ挿入時のロスモニタ

運転用 

MainDUMPFC 

COL2_Pos 

LossMON(Fiber) 



今後（６月末まで）

•  バースト運転時にロス調整をすることが必須
–  南直線部でのロス低減が必要

•  シンチレータ  +  PMT  の数を増やす
–  とりあえず  4個
–  ケーブル配線：シールド内外を接続する同軸線＋パネル設置
–  北直線部では、空洞のFieldEmissionによるベースラインあり

•  あまり多いと飽和してしまう

•  ＩＬＫ用のＰＭＴ出力を横河SL1000で常時測定
–  診断用にも活用する（次ページの生波形＋オシロの帯域）
–  バースト時にどの程度見えるか、試してみる必要あり
–  MMSからの信号も入力し、RFが先か、ロスが先かを判別する

•  天井にロスモニタ設置  or  電動車による測定
–  ＣＷ測定時に測定



ILK用ロスモニタ　生波形(LongPulse)



追加ロスモニタの配置

•  とりあえず4台は増設できる：どこが良いでしょうか？
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今後（夏以降）

•  ILK用ロスモニタを８個→１６個へ倍増
•  診断用ロスモニタも増やす
•  CW時にはインターロック信号をトリガにして測定

–  どのロスモニタが、どの順番で落ちたかを表示できるはず
–  バースト時にはビームトリガで診断用に使用する

•  ファイバ延長するか？
•  低エネルギー用シンチレーションファイバ（クラレ製）

–  見積り中



余談

•  DCCTの復活
–  もう良いですよね？

•  BPM  4電極和によるインターロック
–  CW運転時のみ

•  ビームサイズ測定用に
–  Wire  Scanner
–  既存OTR  +  拡大光学系　でカバーできる部分は？


